
令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

①微分方程式 （2枚の内1枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 1 

 

次の 1 階微分方程式を解け。 

ᇱ  

 

問題 1 得点 

 

 
 

 

 

 

問題 2 

 

次の微分方程式を解け。 

ᇱ
 

 

問題 2 得点 

 

 
 

 

 

 

 

  



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

①微分方程式 （2枚の内2枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 3 

次の微分方程式を解け。 

ᇱᇱ ᇱ  
ただし 

𝑦(0) = 4,  𝑦ᇱ(0) = 1 

 

問題 3 得点 

 

 
 

 

 

 



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

②関数論 （2枚の内1枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 1 

(1) 複素関数 1/（1-z）について，-1<z<1 の範囲でのマクローリン展開が， ( ) 21 1 1 nz z z z− = + + + + + で 

与えられることを示せ．なお，関数 f(x)のマクローリン展開は次式で与えられる． ( ) ( ) ( ){ }
0

0 !n n

n
f x f n x

∞

=

=∑  

(2) 複素関数 ( ){ }1 1z z− の特異点となる z の値を求めよ． 

(3) 特異点を考慮して z の値について場合分けし，それぞれの場合について z=0 を中心にローラン展開せよ．  
 

 
問題 1 得点 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

②関数論 （2枚の内2枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 2 
以下の複素積分の値を，指定する積分経路 C において計算せよ．  

( ) ( ) ( ){ }
( )( )
exp 2

,
1 3C

iz
I f z dz f z

z z
π

= =
− −∫  

(1) C を 2z = の円（反時計周り）とするとき． 

(2) C を 1 3z − = の円（時計周り）とするとき． 

 
問題 2 得点 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 7年度九州大学大学院工学府船舶海洋工学専攻
修士課程入学試験問題・解答用紙

○3 線形代数（2枚の内 1枚目）
受験番号

問題 1

次の行列Aについて、以下の各問に答えよ（2ページあることに注意せよ）。行列の上付き文字 T は転置行列を表す。

A =


2 −1 −1
−1 2 −1
−1 −1 2


(1)行列Aの固有値 λi (i = 1, 2, . . . )を求めよ。
(2)(1)で求めた、それぞれの固有値に対する固有空間の基底を求め、求めた基底が一次独立かどうか調べよ。

1



令和 7年度九州大学大学院工学府船舶海洋工学専攻
修士課程入学試験問題・解答用紙

○3 線形代数（2枚の内 2枚目）
受験番号

(3)B = P TAP のようにAが対角化されるときの行列 P を求め、そのB を求めよ。
(4)P が直交行列であることを示せ。
(5)3次元空間の原点を通る直線 L上の点 (x, y, z)において、関数 f (x, y, z) = 2x2 + 2y2 + 2z2 − 2xy − 2yz − 2zxに対して常に f (x, y, z) = 0を満たすとき、直線
Lの一つを求めよ。（注）x = (x y z)T とおくと、関数 f (x)は xTAxと表される。先に、変換された x′ = P Tx座標において直線 Lを求めると良い。

（解答欄が不足する場合は，この解答用紙の裏面に記入すること）

2



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

④材料力学（タイプⅠ） （1枚の内1枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 1 
図 1 に示すように，長さ方向の両端が単純支持されたはりに，図中に示す位置に集中荷重が作用している．以下の問いに答え

よ． 

（注）導出過程を示さずに答えのみを記載している場合は，正解でも点数を与えない． 

 

 

図 1 両端単純支持のはり 

 

(1) 断面二次モーメントの定義に従って，はりの断面二次モーメントを計算せよ． 

以降の問題の回答に断面二次モーメントが必要な場合は，これを𝐼𝐼として答えよ． 

(2) A), B)それぞれの SFD（せん断力線図），BMD（曲げモーメント線図）を求めよ． 

(3) A), B)それぞれの位置𝑥𝑥におけるたわみ𝑤𝑤を求めよ． 

 
問題 1 得点 

 

 
 

 

 

xx

A) B)

ヤング率：
断面二次モーメント：

断面形状

図 2 はりの断面形状 



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

④材料力学（タイプⅡ） （2枚の内1枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 1 
図 1 に示すように，長さ方向の両端が単純支持されたはりに，図中に示す位置に集中荷重が作用している．以下の問いに答え

よ． 

（注）導出過程を示さずに答えのみを記載している場合は，正解でも点数を与えない． 

 

 

図 1 両端単純支持のはり 

 

(1) 断面二次モーメントの定義に従って，はりの断面二次モーメントを計算せよ． 

以降の問題の回答に断面二次モーメントが必要な場合は，これを𝐼𝐼として答えよ． 

(2) A), B)それぞれの SFD（せん断力線図），BMD（曲げモーメント線図）を求めよ． 

(3) A), B)それぞれの位置 x におけるたわみ𝑤𝑤を求めよ． 

 
問題 1 得点 

 

 
 

 

  

xx

A) B)

ヤング率：
断面二次モーメント：

断面形状

図 2 はりの断面形状 



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

④材料力学（タイプⅡ） （2枚の内2枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 2 
幅𝑊𝑊，単位板厚の平板に A) x 方向垂直応力が作用している場合，B) x, y 方向せん断応力が作用している場合のそれぞれに対

して，𝑥𝑥−𝑦𝑦座標軸から任意の角度𝜃𝜃 [0≤𝜃𝜃≤𝜋𝜋/2] 傾いた𝜉𝜉−𝜂𝜂座標軸を想定する．以下の問いに答えよ． 

 

     

 

(1) A)の場合，𝜉𝜉方向の垂直応力𝜎𝜎𝜉𝜉 , 𝜉𝜉−𝜂𝜂方向のせん断応力𝜏𝜏𝜉𝜉𝜉𝜉を𝜎𝜎𝑥𝑥, 𝜃𝜃を用いて表せ． 

(2) B)の場合，𝜉𝜉方向の垂直応力𝜎𝜎𝜉𝜉 , 𝜉𝜉−𝜂𝜂方向のせん断応力𝜏𝜏𝜉𝜉𝜉𝜉を𝜏𝜏𝑥𝑥𝑥𝑥, 𝜃𝜃を用いて表せ． 

(3) B)の場合，垂直応力𝜎𝜎𝜉𝜉が最大となる𝜃𝜃を求め，最大となる𝜎𝜎𝜉𝜉を𝜏𝜏𝑥𝑥𝑥𝑥を用いて表せ． 

 

 
問題 2 得点 
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令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑤流体力学（タイプⅠ） （3枚の内1枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 1 

図 1 に示すように，実軸（𝑥軸），虚軸（𝑦軸）を固定壁面とする，𝑥 ൒ 0，𝑦 ൒ 0  の流場中に反時計回りの強さ𝛤の渦糸がある。

今，この渦糸が𝑧 ൌ 𝑧଴（ൌ 𝑥଴ ൅ 𝑖𝑦଴）の位置にあるとする。 

(1) この流場の複素速度ポテンシャル𝑊ሺ𝑧ሻを示せ。 

(2) 渦糸の運動の𝑥軸，𝑦軸方向の各速度成分 𝑢଴，𝑣଴ を求めよ。 

(3) 渦糸の運動の経路を求め，図 2 中に概形を記入せよ。 

 

問題 1 得点 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解答欄が不足する場合は，解答用紙の裏面に記入すること） 

図 1 

図 2 



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑤流体力学（タイプⅠ） （3枚の内2枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 2 

図 3 に示すような水平に置かれたベンチュリ管において，密度𝜌の流体の定常な流れを考える。断面 1，および断面 2 における

断面積，圧力を𝐴ଵ，𝑝ଵ，および𝐴ଶ，𝑝ଶとする。ベルヌーイの式と連続の式より，断面 2 における流速を𝐴ଵ，𝐴ଶ，𝑝ଵ，𝑝ଶ，および𝜌

を用いて表せ。 

 

問題 2 得点 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解答欄が不足する場合は，解答用紙の裏面に記入すること） 

図 3 



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑤流体力学（タイプⅠ） （3枚の内3枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 3 

半径𝑎の円管内（図 4）に上流と下流の圧力差によって，𝑥軸の正方向に生じている定常流を考える。流れは層流である。𝑥軸方

向の速度成分𝑢は半径方向の座標𝑟だけの関数𝑢ሺ𝑟ሻとなり、圧力𝑝は横断面内で一定である。円管内の流れにナビエ・ストーク

ス方程式を適用し，簡略化すると次式が得られる。 

𝑑
𝑑𝑟
൬𝑟
𝑑𝑢
𝑑𝑟
൰ ൌ

𝑟
𝜇
൬
𝑑𝑝
𝑑𝑥
൰ 

ここで，𝜇は円管内の流体の粘性係数である。 

(1) 𝑢ሺ𝑟ሻを求めよ。 

(2) 管壁に働く摩擦応力𝜏଴を求めよ。 

 

問題 3 得点 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解答欄が不足する場合は，解答用紙の裏面に記入すること） 

図 4 



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑨船体強度 （2枚の内1枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 1 
 

図 1(a)に示すような 5 つの船倉を持つ箱舟を考える。各船倉の長さは均一で とし，図 1(b)に示すように箱舟の幅はbとする。

箱舟は単位体積あたりの重量（力を体積で割った単位を持つ） ρ の水に浮いており，この箱舟の第 1，3，5 船倉のみに，水に対

する比重 γ の荷物を高さ hで均一に積んでいる。箱舟自体の重量は無視できるとするとき， 

(1) 喫水 d を求めよ。以降は d をそのまま使うのではなく，(1)の解答を代入すること。 

(2) 0 x≤ ≤  ， 2x≤ ≤  ， 2 3x≤ ≤ のそれぞれ範囲における曲げモーメントM とせん断力 F を xの関数として表せ。なお，

M と F の正方向は図 1(c)に示す通りとする。  

(3) この箱舟に働く最大曲げモーメントを求めよ。 

     
図 1(a)                             図 1(b)               図 1(c) 

 
問題 1 得点 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑨船体強度 （2枚の内2枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 2 
 
 図 2 に示すように右端の A 点に垂直および水平方向の荷重 PおよびQを受けるトラス構造を考える。荷重 P ，Qはいずれも図

2 の通りの方向に作用し，負の値とはならないとする。また，2 つの部材の断面積はともに A，断面 2 次モーメントは I ，材料のヤ

ング率は E とする。このとき， 
(1) 部材①および②に働く軸力 1T および 2T を求めよ。ただし，軸力は引張を正とする。 

(2) このトラス構造全体に蓄えられたひずみエネルギーU を求めよ。 
(3) A 点の水平変位uおよび垂直変位 vをカスチリアノの定理を使って求めよ。 

(4) 部材が圧縮軸力を受けて座屈する場合，両端の節点上で単純支持が仮定できるとする。部材①，②のいずれかが弾性座屈

する場合の荷重 Pを求めよ。  

 

 
問題 2 得点 

 

 
 

図 2 



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 

修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑩船体振動 （2枚の内1枚目） 

受験番号 

 

 

 

   

 

問題 1 

 質量𝑚の剛体が右図に示すようにばね（ばね係数𝑘）およびダッシュポット（粘性減衰係数𝑐）に

より支えられ，上からもばね（ばね係数2𝑘）により吊り下げられている。この 1自由度振動系に関し

て，以下の問いに答えよ。ここで，ばねおよびダッシュポットの質量はいずれも無視できる。 

解答はいずれも解答欄に記入すること。また，円周率はπとしなさい。 

 

(1) この振動系の運動方程式を示せ。ただし，変数として，𝑚，𝑐，𝑘，𝑥，𝑦およびこれらの時間微

分（𝑥̇，𝑥̈，等）のみを用いること（すなわち，𝑓(𝑡)を運動方程式中に含めないこと）。 

(2) A点での力のつり合いを考えることで，𝑓(𝑡)と𝑘，𝑥，𝑦の間に成り立つ関係式を示せ。 

(3) A 点での条件として𝑦 = 0を課した。この時，この振動系の非減衰時（c= 0）の固有角周波数

𝜔𝑛，固有周波数𝑓𝑛および固有周期𝑇𝑛をそれぞれ示せ。 

(4) 上記(3)において，非減衰時（𝑐 = 0）の自由振動が𝑥(𝑡) = 𝑎sin⁡(𝜔𝑛𝑡)として表されたとする。このとき，A 点における反力

𝑓(𝑡)を求めよ。ただし，𝑥および𝑓(𝑡)の正の方向は右図に示すとおりであり，符号にも留意した上で解答すること。 

(5) 次に，A 点での条件として𝑦(𝑡) = Re[𝑦0 exp(𝑖𝜔𝑡)]を課した。ただし，ここでは減衰系を考え，c > 0とする。また，𝑖は虚数単

位であり，Re[⁡⁡]は，[ ]内の複素数の実部をとることを表す。定常状態での振動を𝑥(𝑡) = Re[𝑋 exp(𝑖𝜔𝑡)]とあらわす時，その

複素振幅𝑋を求めよ。 

 

問題 1 得点 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答欄】 

(1) 

(2) 𝑓(𝑡) = 

(3) 𝜔𝑛 =                              ，𝑓𝑛 =                             ，𝑇𝑛 = 

(4) 𝑓(𝑡) = 

(5) 𝑋 = 

 



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 

修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑩船体振動 （2枚の内2枚目） 

受験番号 

 

 

 

   

 

問題 2 

 質量𝑚，重心 Gまわりの慣性モーメント𝐼の剛体が右図に示すようにばね係数𝑘のばね

1およびばね 2により支えられている。重心 Gの鉛直変位𝑧および重心 G まわりの回転

角𝜙に関する 2 自由度振動系について，以下の問いに答えよ。ただし，ばねの質量は

いずれも無視できる。また，𝑧，𝜙はいずれも微小として取り扱ってよい。 

解答はいずれも解答欄に記入すること。 

 

(1) 鉛直変位𝑧および回転角𝜙が同時に生じている時のばね 1の伸び𝛿1，および，ばね

2の伸び𝛿2をそれぞれ示せ。 

(2) 𝑧方向に関して Newtonの第 2法則を適用し，𝑚𝑧̈ = (剛体に作用する z方向の力)の形式で運動方程式をたてよ。 

(3) 𝜙方向に関してNewtonの第 2法則を適用し，𝐼𝜙̈ = (剛体に作用する重心 Gまわりのモーメント)の形式で運動方程式

をたてよ。 

(4) (2)および(3)で求めた運動方程式に基づき，固有角周波数𝜔𝑛を求めるための方程式（振動数方程式）を導け。 

(5) (4)で求めた振動数方程式を解くことで，1 次固有角周波数𝜔𝑛1および 2 次固有角周波数𝜔𝑛2をそれぞれ求めよ。ここで，

本小問に限り，𝐼 =
𝑚𝐿2

9
の関係式を用いよ。 

 

問題 2 得点 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答欄】 

(1) 𝛿1 =                                                    ，𝛿2 = 

(2) 𝑚𝑧̈ = 

(3) 𝐼𝜙̈ = 

(4) 

(5) 𝜔𝑛1 =                                                     ，𝜔𝑛2 = 

 

 



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑪船舶計算法・運動 （2枚の内1枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 1 
長さ 60m，幅 20mの箱船が一様喫水 2.5mで浮かんでいる。船の重心は船底より上方 3mにある。船体中央部に位置し，長さ

20mで右舷に接し，船底まで達する幅 5mの空の箱型区画に浸水するとき，以下の問いに答えよ。 

(1) 船体が傾斜せず沈下するときの一様沈下量Δ𝑑を求めよ。 

(2) (1)の状態について，浸水後の浮心高さ𝐾𝐵′&&&&&を求めよ。 

(3) (1)の状態について，浸水後のメタセンター半径が𝐵′𝑀&&&&&& = 11.2𝑚となることを示せ。ただし，浸水後の浮面心と船体中心線
間の水平距離を𝑂𝐹′&&&&& = 0.68𝑚, 浸水後の船体中心線に関する水線面の面積二次モーメントを𝐼!!"# = 34167𝑚$とする。 

(4) 浸水後の横傾斜角𝜃を概算せよ。 

 

 

 
問題 1 得点 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑪船舶計算法・運動 （2枚の内2枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 2 
排水量𝑊，メタセンター高さ𝐺𝑀&&&&&の船体の横揺れについて，以下の問いに答えよ。ここで，重心を通る船首尾方向軸まわりの船

体の慣性モーメントを𝐼%，付加慣性モーメントを𝑖%，横揺れ角を𝜃とする。その他の必要な記号は適宜定義して使用して良い。 

(1) 復原力: 𝐹&，横揺れ減衰力: 𝐹'，加速抵抗: 𝐹(，外力: 𝐹$の各項で構成される船体横揺れの運動方程式を示し，各項を

説明せよ。 

(2) 横揺れ減衰力と外力が存在しないとき，初期復原力の範囲について船体横揺れの運動方程式と横揺れ周期𝑇)を示せ。 

 

 
問題 2 得点 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑫抵抗・推進 （2 枚の内 1 枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 1 
肥大船の実船抵抗 tSR [kgf]を実船と相似な模型船を用いた水槽試験により推定する考え方を、数式を用いて説明せ

よ。なお、説明に必要な物理量を表す記号の定義を単位表示も含めて明確に記述すること。 

 

 
問題 1 得点 

 

 
 

[解答欄] 

 

 

  



令和 7 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑫抵抗・推進 （2 枚の内 2 枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 2 
速度V [m/sec]において SFC(摩擦抵抗修正量)を考慮して模型船の自航試験を実施し、自航状態における模型プロペラ

の推力T [kgf]、トルクQ [kgf・m]および毎秒プロペラ回転数nが計測されている。 
さらに、ある解析法によりプロペラ面への平均流入速度 AV [m/sec]が推定されており、プロペラが流速 AV [m/sec]の一様流

中で自航状態と同じ回転数で回転し、自航状態と同じ推力を発生すると仮定した場合のトルクQ [kgf・m]およびプロペラ効

率 Pη が得られている。 

また、速度V [m/sec]における曳航時の模型船の抵抗R  [kgf]が、別途行われた模型船の抵抗試験により計測されていると

して以下の設問に答えよ。 

 

(1) 推力減少係数 1 t−  を、上記問題文中に含まれる記号を用いて表せ。 
(2) 有効伴流係数 1 ew−  を、上記問題文中に含まれる記号を用いて表せ。 

(3) 準推進係数 De  を上記問題文中に含まれる記号を用いて示せ。ただし、記号 t  および ew  を必ず含めること。 

記号 t  および ew  が含まれない場合は減点する。 

 
問題 2 得点 

 

 
 

 

[解答欄] 

 

 

 




